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天野慶之先生 の ご逝去 を悼 む

　口本 水産学 会名誉会 H．，東京水産 大学 名誉教授夭野慶之博＋ は平成 14 年 1｛〕月 31 円逝 去 され ました 。 享

年 88 歳で し た 。

　先 生は大止 3 年 （1914 年）4 月 1 日東京 都 に お生 虫れ に な りま し た 。 昭 和 9年 3 月農林 省 水産講習所 本

科製造科をご卒業後 ， 直 らに 農林省水産試験場助 r とな ら れ，昭和 24 年以 降は 農林省棗海 「メ、水産 研究所 に

勤務 され ま L た 。 そ の 後，保蔵 1｝「張 ，所長 を歴任 し，昭和 50 年 3 月退官の 後，
．
東京水産大学教授 と し て 新

設 の 食晶衛生化学講座 を担当され ，学生 の 教 育や研究 指導に あた ら れ ま し た 。昭 和 54 年 11 月 か ら 2 期 6
年 問東京水産 大学学長と し て管理 運営 に あ た ら れ る とともに 大学院 博士 後期課程 の 創設 に 尽力され，大学 の

発 展 に 力を注がれ 友した。

　先生は食品保 蔵学 ，食晶衛生学 な どの 分野 で 幾 多 の 業績 をあ げ ら れ て お り ま す が ，魚介類 の 鮮度判定 ，冷

凍魚と そ の 解凍 ，魚介類 の 死後変化 と変 質，放射能汚染魚 お よ び放射線殺菌，食晶添加物，食中毒 お よび魚

介類 の 有害金属 に 関 す る研究な ど に お い て 先駆 的役割 を果 た され ました u ご 研 究は水産学お よ び 水産業 界の

発展 に 大き く寄 ケ．す る もの と L て 昭利 28 年 4 月 に は 「水産食品鮮度判定 の 化学的研究」 に対して 口本水産

学会賞 〔化学 祁門） を受賞 され，さ ら に 昭和 50 年 4 月 に は 「水産 食品 の 品質保持に 関す る研究」 に対 して

囗本 水産学会功績 賞が授 ケ・され ま：した 。

．一・
方，本学会の 運 営にお い て も尺 力 され，理事，監亊，評議員，編

集委員長を 歴 任 された 後，昭和 51，52 年度副会長，昭和 53，54 年度会長 として 本
’
￥：会の 発 展に 尽 く され ま

した 。 こ れ らの ご功績 とご 功労 に 対 して 昭和 61 年 4 月に 名誉会員に 打（挙 されて お り ます 。 さ ら に ち年の ご

功績に よ 一
、 て 1司年 4 月 に は勲．二 等旭 Ll重光草を受章され ま し た 。

　先生 の 四 十数年間に わ た る 水産学 の ご 研究 は学 術 び）振 興 と発 展 に寄与 す る と こ ろ が 極 め て 大 きく，ま た 教
育者 として 厳 しい 中 に も誠 実で ，人 間味あ ふ れ る お人柄は多 くa ）後輩達を ひ き つ け，慈 父 の よ う に 慕われ て

お り ました。先生 の ご 指導 に よ り有 為な 人材 を 社会 に 送 り 出 され ました こ とは ，優れ た ご業績 と と も に い つ

ま で も私達 の 心 の 中 に 残 る もの で あ り ま す、、

　こ こ に 天 野慶之 先 生 の 生 前 の ご 功績 を称え．謹ん で衰「1；1の 意を 表します 。

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 〔山 中英明，東京 水産大学 教授 ）
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